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重
要
度
、
難
易
度
、
必
要
時

間
等
も
参
考
に
し
て
評
価
を

見
直
す
こ
と
が
論
点
に
な

る
。

　

補
綴
物
維
持
管
理
料
等
は

「
普
及
・
定
着
し
て
い
る
技

術
」
と
し
て
診
療
報
酬
体
系

の
簡
素
化
を
図
る
観
点
か
ら

の
見
直
し
が
論
点
に
な
る
。

　

11
月
25
日
の
中
医
協
基
本

問
題
小
委
員
会
に
、
在
宅
や

患
者
の
視
点
に
立
っ
た
歯
科

医
療
等
歯
科
の
５
つ
の
課

題
、
論
点
が
示
さ
れ
、
診
療

報
酬
上
の
評
価
や
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し

た
。

　

「
歯
科
固
有
の
技
術
の
評

価
」
の
項
で
は
、
歯
周
基
本

治
療
や
歯
周
安
定
期
治
療
、

形
成
時
レ
ー
ザ
ー
使
用
加

算
、
義
管
、
口
腔
内
写
真
検

査
等
が
具
体
的
に
示
さ
れ
、

　

行
楽
の
秋
に

一
日
目
は
伏
見

城
と
寺
田
屋
を

観
光
し
て
、
翌

日
二
条
城
な
ど
京
都
市
内
を

回
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
寺
田

屋
は
貧
粗
な
旅
籠
で
、
本
物

は
火
事
で
消
失
し
て
後
に
建

て
た
と
い
う
説
も
あ
る
が
、

血
気
盛
ん
な
幕
末
の
英
傑
達

の
た
む
ろ
し
て
い
た
雰
囲
気

が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

二
条
城
は
、
竜
馬
や
桂
小

五
郎
と
は
同
じ
日
本
人
と
は

思
え
ぬ
程
に
の
ほ
ほ
ん
と
し

た
当
時
の
馬
鹿
殿
様
が
ふ
ん

ぞ
り
返
る
の
に
相
応
し
い
豪

華
絢
爛
な
建
造
物
で
、
権
威

の
お
こ
ぼ
れ
で
栄
達
を
極
め

た
狩
野
派
の
絵
だ
ら
け
で
あ

る
。こ
の
二
カ
所
の
宿
泊
施

設
と
し
て
の
格
差
の
大
き
さ

は
、
利
用
者
達
の
志
と
気
宇

の
大
き
さ
の
逆
格
差
に
も
感

じ
ら
れ
る
。

　

こ
の
秋
、
奈
良
の
国
立
博

物
館
で
は
正
倉
院
展
が
開
か

れ
た
。
そ
れ
は
時
代
を
超
え

た
民
族
の
宝
物
で
あ
る
。

　

大
阪
は
多
様
な
歴
史
遺
産

が
身
近
に
見
ら
れ
る
が
、
原

住
の
人
間
も
多
様
で
あ
る
。

「
皇
室
ば
か
り
宝
物
を
集
め

て
、
庶
民
の
生
活
は
ど
れ
程

み
じ
め
だ
っ
た
か
」
と
憤
る

人
も
身
近
に
い
る
。
こ
れ
は

も
う
正
義
感
を
超
え
て
臍
曲

が
り
と
言
え
る
。

行
・
宮
本
辰
雄
両
監
事
と
事

務
局
ら
８
人
が
参
加
し
た
。

　
　

◇　
　

◆　
　

◇

（
今
回
の
要
請
先
・
敬
称
略
）

【
衆
議
院
】

（
民
）
稲
見
哲
男
、
大
谷

啓
、
熊
谷
貞
俊
、
熊
田
篤

嗣
、
樽
床
伸
二
、
辻
惠
、
長

尾
敬
、
中
川
治
、
中
島
正

純
、
中
野
寛
成
、
長
安
豊
、

萩
原
仁
、
平
野
博
文
、
藤
村

修
、
村
上
史
好
、
森
山
浩

行
、
吉
田
お
さ
む
、
渡
辺
義

彦
（
社
民
）
辻
元
清
美
、
服

部
良
一
（
自
）
竹
本
直
一
、

谷
畑
孝
、
西
野
あ
き
ら
、
柳

本
卓
治
（
公
）
池
坊
保
子
、

佐
藤
茂
樹
（
共
）
宮
本
岳

志
、
吉
井
英
勝

【
参
議
院
】

（
民
）
梅
村
聡
、
尾
立
源

幸
、
高
嶋
良
充
、
松
岡
徹

（
自
）
北
川
イ
ッ
セ
イ
、
谷

川
秀
善
（
公
）
白
浜
一
良
、

山
下
栄
一
（
共
）
山
下
芳
生

を
引
き
受
け
た
。

　

中
野
議
員
は
、
協
会
か
ら

の
歯
科
医
療
改
善
の
要
望
に

つ
い
て
理
解
を
示
し
た
。

　

10
月
の
国
会
陳
情
で
請
願

署
名
を
預
か
っ
て
い
た
辻
恵

衆
院
議
員
（
民
主
）
は
請
願

課
に
提
出
。
大
谷
恵
衆
院
議

員
（
同
）
は
、
請
願
趣
旨
は

理
解
で
き
る
が
党
の
方
針
で

個
人
で
は
扱
え
な
い
と
し
て

署
名
が
返
却
さ
れ
た
。

　

協
会
・
保
団
連
と
「
保
険

で
よ
い
歯
科
医
療
を
全
国
連

絡
会
」は
、「
診
療
報
酬
引
き

上
げ
、
患
者
負
担
軽
減
で
医

療
崩
壊
か
ら
再
生
へ　

11
・

19
国
会
内
集
会
」を
開
き
、全

国
の
医
師
・
歯
科
医
師
ら
97

人
、
衆
参
の
国
会
議
員
33
人

（
秘
書
含
む
）が
参
加
し
た
。

こ
の
日
の
行
動
に
は
大
阪
民

医
連
と
歯
科
協
会
の
山
上
紘

志
副
理
事
長
、
矢
部
あ
づ
さ

・
杉
本
叡
両
理
事
、
古
田
光

て
い
る
。
歯
科
は
ま
だ
議
論

に
な
っ
て
い
な
い
が
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
み
て
政
府
に
上
げ

た
い
」
と
答
え
た
。

　

吉
井
議
員
は
、「
テ
レ
ビ

で
は
言
わ
な
い
が
、
皆
さ
ん

の
運
動
、
一
人
ひ
と
り
の
署

名
が
政
治
を
動
か
し
て
い

る
。
大
い
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
励
ま
し
、
１
０
０

０
筆
の
請
願
署
名
を
快
く
受

け
取
っ
た
。

　

山
下
議
員
も
、
２
４
３
７

筆
の
請
願
署
名
の
紹
介
議
員

主
）、
中
野
寛
成
衆
院
議
員

（
同
）、
吉
井
英
勝
衆
院
議

員
（
共
産
）、
山
下
芳
生
参

院
議
員
（
同
）
の
４
議
員
と

面
談
、
吉
井
・
山
下
両
議
員

が
歯
科
請
願
署
名
と
自
主
共

済
の
保
険
業
法
適
用
除
外
を

求
め
る
請
願
署
名
の
紹
介
議

員
を
引
き
受
け
、
今
国
会
で

提
出
し
た
署
名
総
数
は
６
４

３
７
筆
に
な
っ
た
。

　

長
尾
議
員
は
、「
地
元
で

も
先
生
方
か
ら
話
を
し
て
も

ら
っ
て
お
り
事
情
は
理
解
し

用
負
担
で
歯
科
受
診
が
妨
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
20
年

以
上
据
え
置
か
れ
て
い
る
歯

科
点
数
は
経
営
困
難
だ
け
で

な
く
、
歯
科
大
や
技
工
士
、

衛
生
士
養
成
学
校
の
定
員
割

れ
を
招
い
て
い
る
こ
と
な
ど

を
指
摘
。
保
険
点
数
の
10
％

引
き
上
げ
と
給
付
外
診
療
の

解
消
に
必
要
な
国
庫
負
担
は

１
６
０
０
億
円
で
済
む
と
し

て
、
歯
科
医
療
改
善
の
た
め

の
予
算
確
保
を
訴
え
た
。

　

長
尾
敬
衆
院
議
員
（
民

願
署
名
」
と
「
歯
科
医
療
危

機
打
開
の
た
め
に
来
年
度
予

算
編
成
に
向
け
て
診
療
報
酬

引
き
上
げ
と
患
者
負
担
軽
減

を
求
め
る
要
請
書
」
を
持
っ

て
、
11
月
19
日
、
東
京
の
議

員
会
館
に
大
阪
選
出
の
衆
参

40
人
の
国
会
議
員
に
陳
情
し

た
。「
大
阪
の
会
」
は
13
日

に
８
団
体
が
参
加
し
て
準
備

会
を
結
成
し
て
い
た
。

　

陳
情
団
は
、
患
者
・
国
民

が
高
い
保
険
料
や
３
割
の
窓

口
負
担
、
保
険
外
診
療
の
費

　

医
科
・
歯
科
協
会
な
ど
で

つ
く
る
「
保
険
歯
科
医
療
を

守
り
、
発
展
さ
せ
る
大
阪
の

会
」
は
、「
保
険
で
良
い
歯

科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
請

保険歯科医療を守り、発展させる大阪の会

オ
ン
ラ
イ
ン・電
子
媒
体
請
求
の
併
存
に

か
ら
６
５
１
件
寄
せ
ら
れ
た

こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

　

し
か
し
、
レ
セ
プ
ト
の
オ

ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
電
子
請
求

に
よ
る
問
題
が
解
決
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
特
に
、
自
己

の
医
療
情
報
に
係
る
患
者
自

身
の
決
定
権
が
認
め
ら
れ
て

い
な
い
憲
法
上
の
問
題
を
今

回
の
改
正
省
令
は
解
決
で
き

て
い
な
い
。

　

レ
セ
プ
ト
の
電
子
請
求
や

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
は
、
電
子

　

現
在
、
手
書
き
請
求
の
医

療
機
関
は
、
と
り
あ
え
ず
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
の
強
制
に
よ

る
廃
業
は
免
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
協
会
や
保
団
連
等
医

療
関
係
団
体
と
国
民
の
運
動

が
政
権
を
動
か
し
た
成
果

だ
。
そ
れ
は
、
省
令
改
正
へ

の
パ
ブ
コ
メ
が
22
週
間
で
２

２
０
０
件
寄
せ
ら
れ
、
医
療

機
関
か
ら
１
４
９
７
件
（
大

阪
歯
科
の
１
８
７
件
を
含

む
）、
患
者
・
国
民
等
一
般

　

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
義
務
化
を
規
定
し
た
省
令

１
１
１
号
が
11
月
25
日
に
改

定
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

義
務
化
は
、
一
部
撤
回
・
猶

予
さ
れ
た
。

　

改
正
省
令
の
要
点
は
、
①

オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
電
子
媒

体
（
Ｆ
Ｄ
等
）
請
求
を
原
則

と
す
る
②
レ
セ
コ
ン
が
無
い

医
療
機
関
は
紙
レ
セ
請
求
を

認
め
る
③
全
常
勤
医
が
65
歳

以
上
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た

は
電
子
媒
体
で
の
請
求
が
で

き
な
い
レ
セ
コ
ン
を
使
用
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
紙
レ
セ
請

求
を
認
め
る
④
オ
ン
ラ
イ
ン

ま
た
は
電
子
媒
体
で
の
請
求

が
で
き
な
い
レ
セ
コ
ン
を
使

用
し
て
い
る
場
合
は
リ
ー
ス

・
償
却
期
間
中
は
紙
レ
セ
に

よ
る
請
求
を
認
め
る
（
２
０

１
５
年
３
月
31
日
ま
で
）―

―

等
だ
が
、
ま
だ
不
明
な
点

も
あ
る
。

　

歯
管
や
義
管
は
、「
患
者

の
視
点
に
立
っ
た
歯
科
医

療
」
の
立
場
か
ら
、
情
報
提

供
の
あ
り
方
を
、
患
者
が
望

む
情
報
提
供
の
内
容
や
図
示

・
図
説
を
盛
り
込
む
な
ど
、

よ
り
分
か
り
や
す
く
的
確
に

見
直
す
と
し
て
い
る
。

�

（
２
面
に
関
連
記
事
）

診
療
報
酬
改
定

２
０
１
０
年

長尾敬衆院議員（民主・右）

中
医
協
に
５
つ
の
論
点

補
管
見
直
し
課
題
に

改善にむけ1600億の予算確保を
歯科危機打開もとめ国会へ

　解約一時金の年内着金をご希望の
方は、①所定の請求書②受取人の印
鑑証明書１通（交付３カ月以内）③解
約口の加入者証（紛失時は請求書紛
失欄へ署名・捺印）――を12月15日
（火）協会必着でお送り下さい。なお、
一時金の着金が年始でも、生命保険
会社が年内に送金手配した分（30
日）は今年の所得となりますのでご
注意下さい。詳しくは共済部まで。

保険医年金・一時金
の年内着金について

吉井英勝衆院議員（共・右から２番目）

山下芳生参院議員（共・左から３番目）

◦２面：11月度生涯研修講座「摂
食・嚥下障害の診断と治療」、シ
リーズ「税務調査の動向」
◦３面：日常の歯科臨床「歯科医
療と介護保険」、各地区の取り
組み

今号のみどころ

デ
ー
タ
化
に
よ
る
漏
え
い
の

危
険
性
増
大
の
み
な
ら
ず
、

社
会
保
障
カ
ー
ド
と
連
動
し

た
管
理
医
療
体
制
に
道
を
開

く
な
ど
、
国
民
生
活
と
医
療

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

こ
う
し
た
重
大
事
項
の
決
定

権
が
医
療
機
関
に
あ
る
と
し

て
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ

る
。
省
令
改
正
通
り
に
レ
セ

プ
ト
の
電
子
化
が
進
め
ば
、

国
民
や
患
者
の
知
ら
ぬ
と
こ

ろ
で
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
情
報

が
一
元
管
理
さ
れ
る
。

　

国
民
へ
の
周
知
や
国
会
で

の
議
論
も
な
く
、
大
臣
権
限

で
発
出
す
る
省
令
で
対
応
す

べ
き
問
題
で
は
な
い
。

　

医
療
機
関
の
み
に
情
報
漏

え
い
の
責
任
が
押
し
付
け
ら

れ
て
い
る
問
題
や
、
日
弁
連

が
反
対
声
明
を
出
し
た
社
会

保
障
カ
ー
ド
へ
の
基
盤
情
報

と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い

る
。
省
令
で
な
く
、
国
会
で

問
題
点
を
国
民
の
前
に
明
ら

か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
、
医
療
や
社
会

保
障
を
後
退
さ
せ
、
国
民
の

基
本
的
人
権
で
あ
る
個
人
の

医
療
情
報
の
一
元
管
理
、
目

的
外
利
用
な
ど
を
企
図
す
る

レ
セ
プ
ト
の
電
子
・
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
に
強
く
反
対
す
る
。

厚
労
省　

オ
ン
ラ
イ
ン
義
務
化
省
令
を
改
正

協
会

医
療・社
会
保
障
を
後
退
さ
せ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
は
反
対

小
澤
力
政
策
部
長
談
話

レセコンなし（手書き）
⇒紙レセ可

レセコン
あり（紙
レセで請
求中）

全ての常勤歯科医が65歳以上（2011年４月１日時点）

65
歳
未
満

2009．11．25
以前に取得

購入後５年または保守管理契約中 ⇒紙レセ可
　（最長2015．3．31まで）リース中（再リース含む）

2009．11．26
以後に取得 購入またはリース ⇒電子媒体またはオンライン

　請求に限定

2011．５．10請求時点


